



































































































































































































































































































































































































































































































































 24） 柳亮「ジョルジュ・ルオーの生涯」、『みづゑ』(臨時特集・ジョルジュ・ルオー )、第633号、1958年（昭
和33年）、7月、64左頁。
 25） 同上、64左右頁。





ヴァル（著）/高階秀爾（訳）、『ルオー』、美術出版社、1961年（昭和36年）。Bernard Dorival, ‘‘Cinq étude 




波書店、1979年（昭和54年）。‘‘Georges Rouault : œuvre gravé’’, texte de François Chapon, catalogue établi 

































































 34） 福島繁太郎編『ルオー画集』、同上、42頁。福島が参考にしたのは、以下の書籍と思われる。Jan 































図 1  『中央美術』誌表紙（左）
アンドレ・サルモン（筆）、税所篤二（訳）、「ルオルの聖
ミ ゼ エ レ
詩画」、『中央美術』、第 118号、第 11巻、第 9 号、1925年（大
正 14 年）、9月、18-19頁（右）
図 2  福島邸写真 1 図 3  福島邸写真 2
66
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Texte de Bernard Dorival, catalogue établi par Isabelle 





1 裸婦 Nu 裸女 20号（水彩パステル混用）、1906年
no. 88. 裸婦 Nu（あとでつぶして
しまったもの）15号、1905年
裸婦、15号、1905年（参考図版） (B.R. I.) no. 322. Nu (esquisse), 1908, p. 95.
2 芝居の呼び込みLa parade de la goulue
パラド 8号、1906年 no. 48. 芝居の呼び込み La parade 




3 磔 Crucifixion 裸體 グワッシュ、1906年 no. 34. 磔 Crucifixion　グワッシュ　5号、1908年
裸婦、グワッシュ、6号、1908年
4 風景 Paysage no. 87. 風景　Paysage グワッシュ 8号位、1915年頃？
風景、グワッシュ、8号位、1909年
（参考図版）
(B.R. I.) no. 381. Faubourg, Peinture à détrempe et huile, 
1909, p. 123.
5 レスラー Lutteur 力士、19×30、1927年. no. 84. レスラー Lutteur グワッシュ　4号、1916年.
レスラー、グワッシュ、4号、1916年
（参考図版）
6 ペール・ウブウLe père Ubu
La Mére Ubu 水彩、1917
年
no. 35. ペール・ウブウ Le père 
Ubu グワッシュ 6号、1916年
no. 14. ペール・ウブ （ーペール・ウ
ブウ）、グワッシュ、4号、1916年
(B.R. I.) no. 1021. La Mère Ubu, Aquarelle et crayons, 
1918, p. 305
7 郊外のキリストLe Christ en banlieu
月夜 30号、1925年 no. 37. 郊外のキリスト Le Christ 
en banlieu 25号 1920年
no. 15. 郊外のキリスト、30号、
1920年
 (B.R. I.) no. 866. Le Christ en banlieue, huile, 1920-
1924, Bridgestone Museum, Tokyo, p. 261.
《郊外のキリスト》、油彩、紙、92.0×73.6cm、
1920-24年、石橋財団ブリヂストン美術館所蔵.
8 道化 Le clown 女 12号、1925年. no. 36. 道化 Le clown 15号、1920-25年
no. 16. ピエロ、20号、1925年 (B.R. I.) no. 911. Pierrot, huile, vers 1925, Bridgestone 
Museum, Tokyo, p. 279.
《ピエロ》、油彩、紙、75.2×51.2cm、1925年、
石橋財団ブリヂストン美術館所蔵.
9 少女像Portrait d’une jeune fille
ダンス ズー胸像 8号、1924
年
no. 45. 少女像 Portrait d’une 
jeune fille 15号、1925年.
no. 19. 女の像、15号、1925年
10 女力士 女力士　15号、1925年 女力士、15号、1925年
11 踊り子 La danseuse ダンス ズー立像 6号、1928年
no. 41. 踊り子 La danseuse 6号、
1925-29年.
踊り子、6号、1925-29年
12 二人の女 Deux femmes 二人のダンス ズー 12号、1925年








(B.R. I.) no. 897. Ecuyère de cirque dit aussi : Tête de 
poupée, vers 1925, p. 276





Profil de clown 
no. 39. 道化の横顔 Profil de 
clown 10号、1925-29年
no. 18. 道化の横顔、12号、1925年 (B.R. I.) no. 896. Clown (profil), huile, 1925-1929, Ohara 
Museum of Art, Kurashiki, p. 276.
《青い鼻の道化師》Clown with Green Nose, 
油彩、カンヴァス、67×49㎝、1926-29年、大
原美術館
15 赤鼻 Le nez rouge 道化役者 20号、1926年 no. 40. 赤鼻 Le nez rouge 20号、1925-29年
no. 17. 赤鼻のピエロ、20号、1925-
29年.
 (B.R. I.) no. 898. Clown au nez rouge, huile, 1925-1929, 
p. 276
個人蔵
16 青い鼻 Le nez bleu 道化の首 12号、1923年 no. 42. 青い鼻 Le nez bleu 5号、1925-29年
青鼻のピエロ、15号、1925-29年
17 女の道化 Clownesse 婦人肖像 15号、1928年 no. 49. 女の道化 Clownesse 15号、1929年. 
no. 21. 女の道化　20号、1929年 《女曲馬師》、油彩、カンヴァス、1927年、73
×54cm、メナ ドー美術館？
18












Le juegment du Christ




(B.R. II.) no. 1540. Scène du Palais de Justice, reproduite 
dans Formes I en 1929, sous le titire «Scène du Palais de 
Justice», huile, p. 84.
東京個人蔵*
21 エルサレム no.24. エルサレム、20号、1954年. (B.R. II.) no. 2482. Sur la route de Jérusalem, huile, 1953, p. 266
《エルサレム》、70×55cm、1953年、ブリヂス
トン美術館寄託.
22 キリストの顔 La Sante face no. 46. キリストの顔 La Sante face 12号、1929年
キリストの顔、パステル、8号、1929
年
(B.R. I.) no. 874. La  Sainte face Double face, gouache et 
Pastel, p. 263.
23
キリスト La Sante face  no. 47. キリストの顔（両面） 
La Sante face グワッシュ、12号、
1929年
キリスト、グワッシュ、1929年 (B.R. I.) no. 874bis .La  Sainte face Double face, gouache 
et pastel, p. 263.
24 池畔（A）Scène de l’évangile
no. 50. 池畔 A Scène de 
l’évangile 石版手彩色
河畔、石版、手彩色
25 池畔（B）Scène de l’évangile










バラの髪飾りの女 油彩 1939年 吉野石膏美術財団
告発されたピエロ 油彩 1953–56年 山形美術館 『仏蘭西現代美術作品集』、山形美術館、1986（昭和61年）
幕間狂言 グワッシュ 大川美術館 『大川美術館所蔵作品目録』、2009年（平成22年）




レーサー 油彩 1909年 清春白樺美術館
春 デトランプ 1914年 清春白樺美術館
冬、降誕祭 油彩 1920年頃 清春白樺美術館
踊り子と白い犬 油彩 1920–29年 清春白樺美術館
赤い花をつけた女（半身像） 油彩 1925年 清春白樺美術館
ユゼーブ 油彩 清春白樺美術館
武者絵 油彩 1928年 清春白樺美術館
《私だ、とオメ氏は答えた・・・》油彩 1930年 清春白樺美術館
郊外のキリスト 油彩 1920–29年 清春白樺美術館
受難「恐ろしい街外れ」 油彩 1935–36年 清春白樺美術館
聖顔 墨 1934年 清春白樺美術館
聖顔 油彩 1939年頃 清春白樺美術館
「ミセレーレ」のタイトル頁 油彩 1930–39年 清春白樺美術館
キリスト（ミセレーレ第2図） 油彩 1937–38年 清春白樺美術館
深き淵より（ミセレーレ第47図） 油彩 1939年 清春白樺美術館
祝福するキリスト（ミセレーレのた
めの油彩） 油彩 1939年 清春白樺美術館
長き苦しみの古びた町外れで（ミ
セレーレ第10図） 油彩 1943年頃 清春白樺美術館
種蒔く人（ミセレーレ第22図のヴ
ァリアント） 油彩 1949–56年 清春白樺美術館
聖堂の中 油彩 1945年 清春白樺美術館
秋 油彩 1952年 清春白樺美術館
風景（裏面：風景） 油彩、皿 1950–58年 清春白樺美術館
陶画「男」 陶画 1908年 清春白樺美術館
陶画「娼婦」 陶画 1908年 清春白樺美術館
陶画「青い帽子を被った女の横
顔」 陶画 1908年 清春白樺美術館
陶画「とがった鼻の女の横顔」 陶画 1908年 清春白樺美術館
カップ・ソーサー、ポット・ピッ
チャー 陶器 1911年 清春白樺美術館




人呼んで快楽の娘 グワッシュ 1930年以後 富山県立近代美術館
パシオン 油彩 1943年 富山県立近代美術館
横向きのピエロ 油彩 1925年 埼玉県立近代美術館 『埼玉県立近代美術館収蔵品目録』、1987年（昭和62年）




秋 油彩 1938年 群馬県立近代美術館
鏡の前の女 グワッシュ 1905年 群馬県立近代美術館
道化師 油彩 1937年 笠間日動美術館 『笠間日動美術館名作選』、笠間日動美術館、1997年（平成9年）
道化師と踊り子 油彩 1933年 鎌倉大谷記念美術館 『鎌倉大谷記念美術館名作選』、鎌倉大谷記念美術館、2000年（平成12年）
郊外のキリスト（旧福島コレクショ
ン） 油彩 1920年 石橋財団ブリヂストン美術館
『ISHIBASHI COLLECTION 1996 
I,II』、石橋財団ブリヂストン美術館、
1996年（平成8年）
ピエロ（旧福島コレクション） 油彩 1925年 石橋財団ブリヂストン美術館
風景 水彩 1913年 石橋財団ブリヂストン美術館
熱帯の風景（『ユビュおやじの再
生』より） 版画 1928年 石橋財団ブリヂストン美術館
呪文（『ユビュおやじの再生』よ
り） 版画 1928年 石橋財団ブリヂストン美術館
I.悪魔（『《悪の華》のために版刻






版刻された14図』より） 版画 1927年 石橋財団ブリヂストン美術館
IV. 悪の華（『《悪の華》のために
版刻された14図』より） 版画 1926年 石橋財団ブリヂストン美術館
V. 横向きの裸婦（『《悪の華》のた






版刻された14図』より） 版画 1926年 石橋財団ブリヂストン美術館
VIII.  悪魔 III（『《悪の華》のた
めに版刻された14図』より） 版画 1926年 石橋財団ブリヂストン美術館
IX. 骸骨（『《悪の華》のために版







湖 水彩 1897年 出光美術館 『没後50年ルオー大回顧展』、出光美術館、2008年（平成20年）
キリストと弟子たち 木炭、水彩ほか 1901年 出光美術館
道化師の顔 油彩、グワッシュ 1902–09年 出光美術館
曲馬団の女〈表〉〈裏〉 水彩、パステル 1903年または1905年 出光美術館
レスラー 油彩 1906年 出光美術館
娼婦（習作） 薄墨など 1906年頃 出光美術館
プロ夫妻IIまたは風俗の習作 水彩 1905年 出光美術館
サロンにてIまたは劇場にて 水彩 1906年 出光美術館
水浴の女たち（構成）、〈裏面〉 それぞれ油彩、グワッシュ 1910年頃 出光美術館
エクソドゥス 油彩 1911年 出光美術館
辱めを受けるキリスト 油彩 1912年頃 出光美術館
白い靴下の道化師 グワッシュ 1912年 出光美術館
裁判官 油彩 1912年 出光美術館
満足 モノタイプ、グワッシュほか 1910–1913年 出光美術館
サロン・ドートンヌでの審査員た
ちの討論 エッサンス絵画 1913年頃 出光美術館
客寄せ 油彩 1919年 出光美術館
水浴の女4人（構成） 油彩 1920–29年 出光美術館
女の顔 油彩 1925年頃 出光美術館







磔刑 グワッシュ 1930–35年 出光美術館
シエールの思い出 油彩 1930年 出光美術館






小さな家族 油彩 1932年 出光美術館
踊り子 墨、油彩 1932年頃 出光美術館
バッカス祭 油彩 1937年 出光美術館
道化師たちとプルチネッラまたは
グロテスク 油彩 1938年頃 出光美術館
2人の友 油彩 1938年頃 出光美術館
たそがれあるいはイル・ド・フラ
ンス 油彩 1937年 出光美術館
伝説の風景 油彩 1938年 出光美術館
キリスト（とパリサイ人たち） 油彩 1938年 出光美術館
キリスト 油彩 1929–39年 出光美術館
キリストの顔 油彩 1930年代 出光美術館
トリオ 油彩 1935–40年 出光美術館
受難（横向きの） 油彩 1937年 出光美術館
受難（うつむいた） 油彩 1939年 出光美術館
放蕩息子の帰宅 油彩 1929–39年 出光美術館
キリストと盗賊 油彩 1939年 出光美術館
夜景または秋の風景 油彩 1939年 出光美術館
たそがれまたは鐘楼 墨、油彩 1939年 出光美術館
聖書の風景または風景（運河） 油彩 1940–48年 出光美術館
正面を向いた道化師（半身像） 油彩 1939年 出光美術館
ピエロ 油彩 1938–39年 出光美術館
レナ 油彩 1937–39年 出光美術館
黄色い花瓶の花 油彩 1939年 出光美術館
タンブラン帽の女I 油彩 1931–39年 出光美術館
優しい女 油彩 1939年 出光美術館
X夫人 油彩 1947年頃 出光美術館
葉子 油彩 1948–52年 出光美術館
ペドロ 油彩 1948年頃 出光美術館
オネズィーム 油彩 1952年 出光美術館
アルルカン 油彩 1953–56年 出光美術館
秋の終りII 油彩 1952年 出光美術館
聖書の風景 油彩 1953–56年 出光美術館
連作油彩画《受難》最初の試案 墨、グワッシュ 1928–32年 出光美術館
連作油彩画《受難》 油彩64点 1935年 出光美術館
銅板画集《ミセレーレ》 版画58点 1923年 出光美術館
ひそやかな喜び グワッシュ、墨ほか 1930年代 出光美術館
酒槽にて葡萄は潰された 油彩 1939年 出光美術館




回想録 版画5点 1926年 出光美術館
現代の大作家小作家 版画2点 1926年 出光美術館
サルタンバンク 版画4点 1927–29年 出光美術館
「悪の華」のための14枚の銅版画 版画6点 1926年 出光美術館
受難 版画6点 1935、1936年 出光美術館
流れる星のサーカス 版画6点 1934、1935年 出光美術館
十字架のキリスト エマーユ（七宝） 1949年頃 出光美術館
ピエロ（表）、花（裏） 素焼きの皿 1956年頃 出光美術館
3人のヌ ドー 陶器 1907年 出光美術館
アンドレ・シュアレス著『受難』 書籍 1939年 出光美術館
アンドレ・シュアレス著『サーカス』
（未刊）のための刷り見本 書籍 1931–39年 出光美術館
ジョルジュ・ルオー遺愛の絵の具
皿、絵の筆、絵具 出光美術館





エバイ（びっくりした男） 油彩 1948–52年頃 国立西洋美術館
道化師 油彩 1937–38年 国立西洋美術館
道化師と踊り子 油彩 1933年 ニューオータニ美術館 『ニューオータニ美術館所蔵作品100選』、ニューオータニ美術館、1991年（平成3年）
グレゴワール 油彩 1953–56年 ニューオータニ美術館
道化師 油彩 1937年 松岡美術館 千足伸行（監修）、『松岡美術館』、松岡美術館、1995年（平成7年）
ブルターニュ教会の内部 油彩 1938年 松岡美術館 『松岡美術館名品展移転再開記念ガイドブック』松岡美術館、2000年（平成12年）
流浪者の休息 油彩 1892年 パナソニック電工汐留ミュージアム『ジョルジュ・ルオー—未完の旅路』、松下電工NAISミュージアム、2002年（平成14年）
法廷 油彩 1909年 パナソニック電工汐留ミュージアム
道化師 油彩 1909年 パナソニック電工汐留ミュージアム
女曲馬師（人形の顔） 油彩 1925年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
地中海風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
曲馬師 油彩 1940–49年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
聖書の風景 油彩 1935–36年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
夕べの星（聖書の風景） 油彩 1935年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
聖書の風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
聖書の風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
聖書の風景 油彩 1929–39年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
風景 油彩 1935年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
裸婦 悪の華 油彩 1930–39年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
十字架上のキリスト 油彩 1935年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
キリストと子供 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
孤独なキリスト 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
キリストと子供 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
聖書の風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
人物のいる風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
聖書の風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
人物のいる風景 油彩 1930–39年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
冬 人物のいる風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
風景 油彩 年代不詳 パナソニック電工汐留ミュージアム
二人の道化師 油彩 1929–39年 パナソニック電工汐留ミュージアム
道化師 油彩 1937年または38年 パナソニック電工汐留ミュージアム
裁判官 油彩 1939年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
裁判官たち 油彩 1938–39年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
飾りの花 油彩 1947年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
飾りの花 油彩 1947年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
キリストと漁夫たち 油彩 1947年頃 パナソニック電工汐留ミュージアム
避難する人たち（エクソドゥス） 油彩 1948年 パナソニック電工汐留ミュージアム
マドレーヌ 油彩 1956年 パナソニック電工汐留ミュージアム
ミセレーレ 版画58点 1922–27年 パナソニック電工汐留ミュージアム
流れる星のサーカス 版画17点 1934–35年 パナソニック電工汐留ミュージアム
パッション 版画17点 1935–36年 パナソニック電工汐留ミュージアム
悪の華 版画12点 1936–38年 パナソニック電工汐留ミュージアム




女曲馬師 油彩 1927年 メナ ドー美術館 『メナード美術館コレクション500』、メナドー美術館、2009年（平成21年）




ピエロ 油彩 1938年頃 アサヒビール大山崎山荘美術館
サーカスの少女 油彩 1938–39年頃 西宮市大谷記念美術館 『西宮市大谷記念美術館所蔵品目録』、西宮市大谷記念美術館、1991年（平成3年）




呪われた王 油彩 1948–52年 大原美術館






街外れのキリスト 油彩 1938–39年 宮崎県美術館 『宮崎県美術館所蔵作品目録（改訂版）』、宮崎県美術館、1992年（平成4年）
Appendix.	3.　国内美術館所蔵作品一覧表
作品名 素材 制作年 所蔵先 典拠 作品名 素材 制作年 所蔵先 典拠
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日本におけるジョルジュ・ルオーの紹介、あるいはその受容について
Introduction or Reception of Georges ROUAULT in Japan
Kiyoe KANAZAWA
Gorges ROUAULT (1871-1958) was a French artist who became famous in the first half 
of the 20th century, such as Picasso and Matisse. He participated in Salon d’Automne, and changed 
his style, with a dynamic touch, arranging the original colors and dark colors in the influence of 
his teacher, Gustave Moreau. He continued to paint the same subjects, circus clowns, prostitutes, 
judges, religious scenes, and the anger and sorrow of social injustice. Indeed, such creative activity is 
similar to Fauvism, but Rouault is considered to be an expressionist with a spiritual mind. 
In Japan, he was introduced by some artists and critics in the 1920s, such as Jutaro 
KURODA, Katsuzo SATOMI. This introduction is later than other Impressionists and Post-
Impressionists, but he was popular among many Japanese artists and connoisseurs in an instant by 
the collection of Shigetaro FUKUSHIMA. His collection was introduced in an article of Bijyutsu-
Shinron in 1929 and exhibited in Tokyo in 1934. Parts of his collection were lost, but some works 
are stored at the Bridgestone Museum, the Shiodome Museum and so on. I have outlined the details 
of Rouault’s introduction, among others reception in Japan from the 1920s to the present. 
